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エントリーする団体名の名称 

 

宮城県東松島市 

担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】 

建設部 下水道課 経営班 主査 岡崎 綾 

【℡0225-82-1111 Fax0225-87-3954】 

【a-okazaki@city.higashimatsushima.miyagi.jp】 

代表者氏名 

     

建設部下水道課 課長 八木哲也 

担当者氏名､所属､連絡先【電話､Fax､E-Mail】

総務部 工事検査室             

工事検査監兼危機対策専門員 小田島 毅 

【℡0225-82-1111 Fax0225-87-3208】 

【t-odashima@city.higashimatsushima.miyagi.jp】 

部門名 

   行政部門 

事例名 

  マンホールトイレの啓発活動 ～イベントで普段使い～ 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

  ―マンホールトイレを知っていますか？！―  

 本市のマンホールトイレは、東日本大震災において使用した実績から内容を検証し、関係者等の意

見を参考に、これまで施設の改善を行ってまいりました。 

マンホールトイレに関する啓発活動は、ホームページや毎年６月に開催される総合防災訓練時の取

り組みの一つとして、自主防災会による組立訓練や使用方法について、市担当者が説明を行ってきま

したが、使用はしておりませんでした。そこで、イベント等で普段使いすることで、下水道への理解

を深め、更なる啓発活動を促進し、また、アンケートを取ることで施設の検証ができました。 

平成２９年度は、４回のイベントで設置し、約５８０人が使用、１５１人からアンケートを回収し

ホームページに結果を掲載しました。また、平成３０年度も実施予定です。 
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エントリー事例の特徴 

◆イベントで下水道コーナーを設置し、なんでも相談、下水道クイズ、マンホールカードの配布によ

り多くの住民に対し下水道への理解を深めた。【ブース来場者約１４００人】 

◆イベントで不足するトイレにマンホールトイレを使用し認知度を高めた。 

◆トイレを使用することで、災害時の使用訓練になった。 

◆アンケートから新たな改善点が分かった。 

◆仮設トイレに比べ安価に運営ができる。 

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 
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利用した感想は？ 災害時に使いたいのは？ マンホールトイレを知ってましたか？


